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大谷友則 議員

Q
こ
の
春
か
ら
小
中
併
設

校
舎
が
完
成
し
学
校
図
書
館

も
充
実
し
た
。
児
童
生
徒
に

は
図
書
館
を
親
し
ん
で
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
ん

な
本
を
読
め
ば
良
い
か
分
か

ら
な
い
児
童
も
い
る
と
思
う
。

　

専
門
的
知
識
を
持
つ
図
書

館
司
書
教
諭
等
を
配
置
し
図

書
館
利
用
の
普
及
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

学校図書館に学校図書館司書
� 教諭等の配置について

大
崎
議
員

大
崎
議
員　

災
害
時
水
没
す
る
場

合
を
想
定
し
た
階
段
昇
降
機
の
対
策

は
。建

物
浸
水
時
に
は
リ
モ
コ
ン
で
上

階
に
移
動
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
に
備
え
対
応
し
て
ゆ
き
た
い
。

大
崎
議
員

大
崎
議
員　

津
波
救
命
艇
の
設
置

場
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
避
難
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
設
置
場
所
か
。

昨
年
度
購
入
し
た
１
艇
は
大
津
分

遣
所
横
に
設
置
し
て
い
る
。
今
年

度
購
入
の
１
艇
に
つ
い
て
は
、
大
津
港

町
に
設
置
す
る
予
定
。

　

ま
た
、
設
置
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

避
難
艇
の
定
員
が
25
人
と
既
存
の
１
艇

だ
け
で
は
避
難
者
全
員
が
乗
船
す
る
に

は
足
り
な
い
こ
と
、
ま
た
、
場
所
に
よ

っ
て
は
既
存
の
１
艇
ま
で
避
難
す
る
に

は
遠
く
避
難
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
追

加
で
１
艇
配
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
設
置
場
所
を
大
津
港
町
に
し

た
理
由
は
、
公
営
住
宅
が
あ
る
こ
と
等

を
勘
案
し
、
ど

こ
に
い
て
も
、

ど
ち
ら
か
の
津

波
救
命
艇
に
避

難
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
。

事
業
会
計

大
崎
議
員

大
崎
議
員　

振
替
手
数
料
に
つ
い

て
、
支
出
の
期
間
は
。

今
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

一
事
業
会
計
年
度
中
に
か
か
る
分

を
計
上
し
た
。
上
下
水
道
使
用
料
の
口

座
振
替
な
ど
に
係
る
手
数
料
を
支
出
す
る
。

の
考
え
は
。

A
中
川
教
育
長　

学
校
図
書
館
法
で

は
そ
の
業
務
に
携
わ
る
職
種
と
し

て
、「
司
書
教
諭
」
と
「
学
校
司
書
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
小
中
学
校

に
は
い
ず
れ
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
本
町
小
中
学
校
で
は
、
各

校
で
学
校
図
書
の
担
当
教
諭
を
選
任
し
、

毎
年
度
、
町
立
図
書
館
職
員
と
担
当
者

会
議
を
行
い
、
相
互
の
図
書
館
利
用
や

児
童
生
徒
の
学
習
支
援
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
も
双
方
の
連
携
を
密
に
、
児
童

生
徒
の
読
書
活
動
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

Q
図
書
館
司
書
教
諭
等
は
12
学
級
以

上
に
な
る
と
設
置
が
必
要
だ
が
、
本

町
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て
９
学
級
で

あ
る
か
ら
、
設
置
の
必
要
は
な
い
。

　
　

し
か
し
、
設
置
に
よ
り
児
童
生
徒

の
読
書
機
会
が
増
え
、
読
解
力
が
向

上
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
図
書
館
司
書
教
諭
等
を
配

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の

考
え
は
。

A
中
川
教
育
長　

学
校
図
書
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
、
町
立
図
書
館

と
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
町
立
図
書
館
職
員

が
小
中
学
校
を
訪
問
し
た
際
に
選
書
支

援
を
行
う
こ
と
や
、
昨
年
度
か
ら
町
内

小
中
学
校
に
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
蔵
書
検
索
等
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
い
る
。
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
に

あ
た
り
生
じ
る
登
録
作
業
や
配
架
整
理

な
ど
は
、
町
立
図
書
館
職
員
が
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
読
書
意
欲
喚
起
の
た
め
、
図

書
活
用
支
援
に
つ
い
て
推
進
し
て
ゆ
く
。

Q
今
、
児
童
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
動
画
視
聴
な
ど
に
多
く
の

時
間
を
費
や
し
、「
九
九
」
が
言
え

な
い
な
ど
影
響
が
出
て
い
る
。

　
　

図
書
館
司
書
教
諭
等
に
よ
る
児
童

生
徒
へ
の
本
を
読
む
き
っ
か
け
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

教
育
長
の
考
え
は
。

A
中
川
教
育
長　

全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
結
果
か
ら
、
児
童
生
徒

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
視
聴
に
費
や
す
時
間

が
長
い
ほ
ど
、
各
教
科
の
正
答
率
が
低

く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い

豊頃中学校図書室のようす

昨年度設置された津波救命艇

る
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｔ
化
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
な
ど
、
本
町
で
は
児
童
生
徒
に

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
、

授
業
や
家
庭
学
習
に
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た

新
た
な
読
書
活
動
の
支
援
策
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
本
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
電
子
書
籍
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
そ
れ

ぞ
れ
を
活
用
し
た
読
書
支
援
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

　

１
人
１
台
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
し
、

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力
を

一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
実
現
す
る
こ
と
。

Q
民
間
の
有
識
者
会
議
「
人

口
戦
略
会
議
」
は
、「
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」

公
表
の
日
本
の
地
域
別
推
計

人
口
か
ら
、
自
治
体
別
の
20

歳
か
ら
39
歳
の
女
性
人
口
を

抜
き
出
し
、
２
０
５
０
年
の

推
計
が
２
０
２
０
年
の
数
値

よ
り
半
減
し
て
い
る
自
治
体

を
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

と
定
義
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
消
滅
可
能
性

自
治
体
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、

男
女
と
も
に
若
年
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
若
年
女
性
だ
け
に
人

口
減
少
の
責
任
を
押
し
付
け
る
の
は

無
理
が
あ
る
。

　
　

本
町
も
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

と
し
て
、
新
聞
紙
上
に
公
表
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
人
口
減
少
対

策
等
を
含
む
町
づ
く
り
対
策
等
に
つ

い
て
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
按
田
町
長　

本
町
に
つ
い
て
も
若

年
女
性
人
口
が
53
．
５
パ
ー
セ
ン

ト
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
、
消
滅
可
能

性
自
治
体
と
さ
れ
て
い
る
。
議
員
指
摘

の
同
年
代
の
若
年
男
性
人
口
推
計
に
つ

い
て
も
本
町
で
は
43
．
２
パ
ー
セ
ン
ト

減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
男
女
と
も

若
年
人
口
が
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。

　

国
全
体
で
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
問
題
に
つ
い
て

は
単
に
若
年
女
性
人
口
の
減
少
に
起
因

す
る
も
の
で
な
く
、
地
方
創
生
な
ど
こ

れ
ま
で
の
国
の
取
組
を
検
証
し
、
都
市

部
へ
の
人
口
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た

め
の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
消
滅
可
能
性
と
い
う
定
義
に

つ
い
て
は
ど
こ
ま
で
実
態
に
即
し
て
い

る
か
疑
問
で
あ
り
、
町
民
に
過
度
な
不

安
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

今
後
も
こ
の
公
表
内
容
に
過
度
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
定
住
移
住
施

策
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

福
祉
の
充
実
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
時
代
に
即
し
た
地
域
に
密
着
し
た
施

策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

Q
令
和
４
年
度
か
ら
「
一

般
不
妊
治
療
」
及
び
「
特
定

不
妊
治
療
」
が
社
会
保
険
等

の
適
用
と
な
り
、
そ
れ
ま
で

実
施
さ
れ
て
い
た
「
豊
頃
町

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

が
終
了
し
た
。
し
か
し
、
依

然
と
し
て
不
妊
治
療
は
保
険

適
用
下
で
も
高
額
に
な
る
こ

と
が
多
い
が
、
先
の
助
成
事

業
が
終
了
す
る
に
あ
た
り
、

町
長
は
今
後
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
た
か
。

A
按
田
町
長　

北
海
道
で

は
、
令
和
５
年
10
月
末

か
ら
保
険
適
用
の
不
妊
治
療

と
併
用
し
て
実
施
す
る
先
進

医
療
に
か
か
っ
た
自
己
負
担

分
の
み
を
助
成
す
る
事
業
を

開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町

で
も
管
内
の
状
況
や
保
険
適
用
後
の
自

己
負
担
が
高
額
で
あ
る
実
態
を
鑑
み
、

こ
の
度
の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
と
こ

ろ
。

図：消滅可能性自治体
（十勝管内の状況）
着色した町が消滅可能
性自治体として公表さ
れた

岩井　明 議員

小笠原玄記 議員

不妊治療に関する町のサポート体制について

消滅可能性自治体等について 広
報
と
よ
こ
ろ

▽
主
な
審
議
内
容
▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽一
般
質
問

役
場
だ
よ
り


